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1序 言
1大 都市の形成 と周邊 地域 岱の影響
・一般に 「都 市」 は,そ れが村落 か ら発 達 して きた もので あろ うと,ま た初 め
か ら都市 として建設 され た もので あろ うと,一 っの地域社会 としてみ る とき,
それは,多 くの人 々によつて高 度な社会的,経 済的,文 化 的な活動の集 約的に
お こなわれて いる ところとい うこ とがで き,規 模の大 きくなるほ ど,そ の よ う
な活動 は顕著 となつて くる。すなわち・近代都市 の形成 は,資 本主義 の発展 に
よ る ところ大 きく,そ こで は商工 業が よ く発達 して経 済的進展の基盤 をな して
い る と同時に,ま た 「都市 は文 明の象徴で ある」 とい う言葉の とお り,文
化,教 育 な どの水 準が一般 に高 く,こ の よ うな経済的,文 化 的基盤 の ゆえに,
そ こには,多 くの人 々が職業 の ために,ま た生活 のために集中 してい るので あ
る。地理学者 の所説 に したが い,都 市を その人 口によつて分 けてみ る と,5=F
人以上1万 人までの 「田 園 都 市」(RUralcenter),1万人 以 上2万 人まで の
,「地方町」(LocaltOwll),2万人以上5万 人 までの 「小 都 市 」(Smallcity),
5万 人以上10万人までの 「中都市」(Middlecity),10万人以上100万人まで の
「大 都市」(Largecity),100万人以上 の 「百万都市」(Milliolleity)一とな
るが(木 内信蔵編 『人口・集落地理』昭和30年8月刊,P,157.参照),た しか に,都
市 も人 口の40万人 か ら50万人位 をかぞえるよ うな 「大 都市」 にな ると,多 くの
人 々やその組織体 によつて政治,経 済・文化,教 育 な どに関す る諸活動 が お こ
なわれて,産 業を発達 させ,商 業の繁 栄をみ,人 々 に生 活 の 場 をあたえ るな
ど,は たす機能 は甚 だ大 きく・ま さに 「人類 のつ くりだす最 大 の 文 化 的 営 造'
物」・ といわれ るほ どの もの となるので ある。
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次 に,「 大都市」は人口の集申 によつて形成 されるとして も,こ れには種 々
の原因があることい うまで もない。すなわち,都 市 の 内部 お よび外部 におい
て,こ れを生起せしめる社会的,経 済的,文 化的その他の原因が存在するので
あって,こ のことは,都 市の人口増加が単 なる自然増加によるものでな く,他
所か らの流入によるところのいわゆる 「社会増加」がその主要な ものであるこ
とでよ く知 られよ う。いま,そ の原因の主 な ものをあげてみると下の とお りで
あ る。
まず内部的には・商工業が よく発達 して経済活動が さかんで あり,また官公
署 その他の諸機関が存在 して行政の申心 となること多 く,さ らに文化程度が概
して高 く,学 校その他の教育機関,娯 楽施設の備わつてい ること一 これ らは
人 々に職業をあたえ,ま た常に文化的な ものを求 め,高 い教育 をのぞむ近代人
の要望にかなつて,都 市へ集中 させる原因 となつている。次 に 外部 的 には農
て漁)村 における人口過剰 と生活難,低 い文化 と教育水準,保 守的な思想や慣行
に対 する不満一 これ らは農(漁)村 の人々をより高い経済的,文 化的生活の
ために都市へ集申 させる原因 となつている。 しか も交通機関の発達は,都 市へ
の人口集中を,一 層,容 易にし,そ の大規模化を促進する上 にあずかつて力が
.ある。
このよ うにして,近 代の大都市は形成 されてい くのであるが,そ の社会的,
経済的,文 化的な活動は,市 内にとどまらず∫周辺の小都市や農村,漁 村に波
及 してい き,それ らの性格を一変 させること決 して少 くない。すなわち,大 都
市はみずか らが中心 となつて,漸 次,広 大な活動領域をつ くつてい くが,こ れ
と同時に周辺地域の社会的,経 済的 ・文化的な活動の申には大都市のそれ ら活
動 に吸収せ られ,と きにはまつたく依存する もの もみられて,次 第に弱体化の
傾 向をたどるのである。 このことは,そ の経済面において とくに著るしい。い
わゆる 「経済圏」は大都市 を中 心 とし て,そ の生産,配 給,消 費,金 融,交
通,労 働力な どの経済関係の及ぶ範囲を総称 したものであるが ・ これが成立す
ると,大都市の商品 は圏内で売 りさばかれると同時に,圏 内の購買力や労働力
L
は大都市の方へ吸収 されてい くものである。 同様に 「商圏」(Tradearea)は
大都市の小売商,卸 売商,市 場 などの取引活動の及ぶ範囲を指 し,交 通機関の
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整備,発 達に＼ともない次第に拡大 されてい くが,こ れの成立によつて,圏 内の
小都市や町村における商業者の うける影響には無視で きな い もの が ある。 な
お,大 都市の形成によつていわゆる 「交通圏」がつ くられ,通 勤交通が さかん
に なつてい くことも,必 然的な事象なが ら,商 圏の成 立 と表 裏の関係に ある
もの として留意 されねばな らぬ。 これは勤務場所 と居住地 との分離を意味 して
お り,周 辺地域の人々が大都市に職場を求めて通勤する もののほか,混 雑 した
大都市に居住することを避け,閑 静に して地価の安い周辺地域の都市(衛 星都
市)や 町村に住居をかまえて,通 勤 す る際 の 交通を指 しているが,汽 車,電
車,バ スの開通や回数増加によつて,そ の発達をみるものである。
この小稿は・以上のような大都市の形成に ともな う周辺地域の経済活動の変
質 を実証するため,予 て筆者の調査せる北海道札幌市の発展に ともな う周辺都
市の1っ,「 江別市」の商業に資料を求めて,そ の変貌を述べた もので ある。
江別市においては,昭 和31年1月,「産業振興計画」の樹立に着手 し,地元産
業の大宗をなす農業について再検討をおこない,そ の振 興 策 を講 ず ると同時
に,工 業について も既存の ものに対する指導,育 成の策を施 し,ま た新工業の
誘致策を考究することとしたが,あ わせて商業について も,今後の新産業計画
に照応 し,且,札 幌市の発展に ともな う商圏の拡大に対処 してい くため,そ の
新 しい在 り方を究明することとな り,い わば 「商業振興計画」とで も称すべ き
ものの樹立をはかつたのである。筆者は商業部門を担当する委員 として,約1
年間,各 般の資料をあつめ,種 々の調査をお こない,本 年4月,一 応の結論を
出し,こ れは他の農業部門,工 業部門の振興計画 とあわせて,今 後における市
の経済施策上,多 く採 りいれ られることとなつている。 ここには,上 述の調査
や資料に もとづ き,札 幌市の発展に ともな う江別市商業の不振の実情を述べる
こととする。
2江 別 市 商 業 の 動 向
由来・ 「江別」は石狩平野の申央に位 し,農 業を主体 として経済の発展をみ
てきた ものであるが・同時に商業の面において も農産物の集散地 として,ま た
地元や近隣農村への生産資材や生活用品の供給地 として,甚 だ重要な地位を占.
め,そ の繁栄ぶ りには,往 時,ま ことにみるべ きものがあつた。顧 るに,そ の
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開基 は古 く明治 の初 年にみ られ,す でに明治4年,開 拓使に よつて本府 札幌 の
衛 星集落 として対 雁(っ いか り,現在市内)に 仙 台藩 湧谷領 か ら21戸,78人を入
地 させ てい るが,開 拓の基礎 となつた もの は屯 田兵で あつて,こ れは同11年9
月,元 江別(も とえべっ,現在市内)に 岩手県 か ら12戸入地 し,北門警備 のため兵
農 に服 したのに は じまつている。 さらに明治14年よ り3ヵ 年にわ たつて岩手,
青森,福 島,秋 田,鹿 児島,佐 賀,山 口,鳥 取,広 島,石 川 の各県 か ら365戸
の屯田兵が野幌,江 別,篠 津 の兵村に移住 し,千 古未踏 の森林,原 野を開拓 し
て,農 村 の基礎iをつ くるに至 った。 その後,新 潟県人に よ り 「北 越殖民社 」 な
る団 体が組織せ られて,未 開地1,000町余 の集 団移民開拓事業が お こ り,ま た
北 門開発の志に厚 い人 々が個人資本 を もつてその事業に あた り,或 はまた単独
移 住をお こな う者 も相 ついで生 じ,そ の後 の 農 村 部 落 を形 成 するよ うに なつ
た。
このよ うに して,開 拓 の当初 は農業 を主 体 として きたが,明 治12年8月,北
海 道炭磧汽船株式会社 の経営に かかる鉄道が小樽,幌 内間に開通 をみ るに と も
ない,同15年 に江別駅,同22年 に野幌駅が設 け られ,他 方,石 狩川水系の水運
と相 倹つて,水 陸交通 の要衝 とな り,本 市発展 の大 きな力 となつたので ある。
そ して,札 幌,岩 見沢に通 ず る 至
難灘 灘 箋繁 石狩湾 鰐
て炭都夕張 との間に開通するに
およんで,そ れは石狩平野にお
ける経済の申心地 として農産物
の集荷に,ま た肥料,農機具,生
活必需品の販売に きわめて重要
な地位 を占めるよ うになつたの
である。その交通略図を示すと
右の とお りである。
また,工 業について簡単にふ
れると,ま ず野幌および江別太
苫
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地区に産 す る良質の陶土 に よる煉瓦 の生産が あげ られ る。 これ は明治25年頃に
生産が は じめ られ,今 日まで全道的に有名 となつているが,そ の生産高 は現在
年 間(昭 和30年)1,600万個で全 道 生 産高(1,860万個)の86%を 占めてい る。 さ
らに農業用土管523万本,陶 管19万5千本 を産 し,全 道生産 高の それぞれ21%・
14%を占めている。次 に同市の工 業 として,北 日本製紙株式会社(資 本金5億 円〉
の江別工場 の あることが あげ られねばな らぬ。 これ は明治41年に富士製紙株式
会社 の第5工 場 として設 け られた もので あるが,後,王 子製 紙 株 式 会 社 と変
り,戦 後(昭 和22年),現在の社 名を とるにい たつ た もので あるが,長 らく,1紙
の江別」 として広 く知 られて きたほ ど,江 別 工 業 の 申 心 をな して きたので あ
る。
なお,行 政の変遷 を簡単に述べ る と,明 治11年,「江別村 」 「対雁 村 」 とし
てそれ ぞれ開基 したが,同39年,江 別,対 雁,篠 津 の3村 を合 して 「江別村」
とし二級町村制 を施行,大 正5年1月,町 制施 行 によ り 「江別町 」 と改 め,昭
和四年7月1日,市 制実施 に よつて 「江別市」 となつた もので ある。 その面積
188.642平方 粁,人 口34,829人(昭和31年3月末日現在),人口密度185人(1平 方
●
粁当り),世 帯i数6,362世帯,財 政予算(昭 和31年度)204,323千円,市 営事業 と
して病 院,上 水道 があ り,学 校 は小 学校15,申学校5,高 等学校3,酪 農短期 大
学1,文 化施設 として公 民館1,映 画館4,厚 生施 設 として病院3,保 健所1,
診療所15をかぞえ る。
さて,以 上の よ うな歴 史をた どつて きた江別 市 も,戦 時,戦 後にお ける経 済
界 の変動に よ り,そ の産業面 で種 々の変化 を呈 しているので あるが,と くに商
業面で は昔のよ うな さかんな姿 はみ られ ず,業 種 に よつては,衰 微 して きたよ
うに感ぜ られる ものが少 くない。 その理 由 としては,後 述 の とお り,種 々の も
のが あげ られ るが,申 につ き,戦 後にお ける札幌市の非常 な発展に よる ところ
ま こ とに大 き く,そ の商 圏 に 入 れ られるに至つた こ とが,最 大の原因 となつ
てい る。思 うに,札 幌市の最近にお ける発展 ぶ りにはま ことに著 る しい ものが
ある。昭和21年(4月26日現在)227,223人で あつた人 円は,同25年(10月1日 現
在)に は313,850人とな り,さ らに同30年(10月1日…現在)に は426,620人(90,
740世帯)を かぞえ,そ れの50万人に達 するの も程遠 い ことではないよ うに思 わ
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れる。往時の札幌市は北海道における行政,文 化の申心地であつたが,今 日は
経済的に もきわめて主要な地位を占め,各種 の商業機関や工場 などが多数設け
られるよ うになつてきた。 また,教 育上 も,一層,重 要な申心地 とな り,大学
の数 は十指を もつてかぞえるほどとな り,道 内各地か ら来 り学ぶ者は非常に多
い。 ところで,こ のよ うな札幌市の地位は,道 内の遠近各地か らの旅行者,出
張者・買出客をして,職 務上の用件を もつて,ま た私用を もつて,こ こに足を
留 めしめること甚だ多 く,周辺地域からの通勤者,通 学者 もここに足をはこぶ
地 区 別 業 種
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もの増加 し,多 数の人々が集申する結果は昼間の動態人口に上記の数字 よりは
るかに多い ものがあるよ うに考え られ,こ れは,お のずから大 きな購買力をあ
っめて大規模な商店の経営を可能 ならしめ,ま た,近 代的な商店街の発達を促
すこととなつているのである。 ところで,こ れが周辺の江別市にかぎらず,岩
見沢市,栗 山町,石 狩町方面,千 歳町 などにまたがる一円の地域の購買力 を吸
収 してい くことはもちろん,さ らに交通の便が増すに ともない,小 樽市,美 唄
市,滝 川町,夕 張市,苫 小牧市な どの購買力をあつめることとな り,一 大商圏
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を形成 して,上 記の市町村 の商 業に対 し,い ろい ろの変化 をあたえてい る現状
で ある。
皿 江 別 市 商 業 ゐ 現 状
1商 店 数
江 別市にお ける商店 の数 は,昭 和31年7月現 在で総i数470であるが ・その業
種 別一 〔1〕食料品雑貨,(2)鮮魚,(3)食肉,四 食料品,〔5}菓子,(6〕繊維洋品,
業 態 別 業 種 別 商 店i数
第2表 昭 和31年7月 現 在
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(7}洋服,〔8)履物,(9)住宅用品,α㊥時計,qp文 房具雑誌,q励燃料,a3)農機具,
個 化粧品,薬 品,小 間物類,㈲ 飲食料理,㈹ 自転車,自 動 車,働 その他
と,地 区別 〔1}一条一丁 目か ら五条五丁 目まで,② 緑町,{3)大川通,囲 江
別太,(5)一番町,(6)元江別,(7}上江別,{8)王子,(9)篠津,価0美 原,ap対 雁,
⑬ 角 山,圖 元 野幌,團 東西野幌,㈲ 大麻一 に分 けたそれぞれの 数 は第1表
の とお りで ある。
組 織 別 業 種 別 商 店 数
第3表 昭 和31年7月 現 在
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?
?
????
食 料 品 雑 貨
鮮 魚
食 肉
食 料 品
菓 子
繊 維 洋 品
洋 服
履 物
住 宅 用 晶
時 計
文房具,雑 誌
燃 料
農 .機 具
化粧品,薬 品
小問物,玩 具
飲 食 料 理
自転車,自動車
そ の 他
合 計
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業種別で みる と,最 も数の 多いの は食料品店 の62で全体 の13・1%を占めてお'
り,次 いで飲食料理店 の54(11・5%),食料品雑貨店 の42(8・9%),鮮魚 店 の1
33(7.0%),菓子店 の32(6・8%)一一 な どとなつて い る。
ま た,地 区別にみ る と,ど の業種 の商店 も一条一丁 目か ら五条五丁 目まで に
最 も多い の は,市 の中心街 をな して い るこ とか ら当然 で あるが,合 計247をか
ぞえ,全 体 の52.7%を占めて い る。 下 つ て 緑 町 の57(12・1%),元野 幌 の53
(11.3%),東西野幌 の銘(5・8%)一 な どとな る。
さらに,業 態別に み ると,470の うち,小 売業 は最 も多 く311で全体の66・2
%を 占めてい る。 これか ら相 当下 ってサ 一ービス 業54(11・5%),製造兼 小 売 業
42(8。9%),卸売業27(5.7)%,小売兼卸売業21(4・5%),仲立業15(3.2%)
一 となつてい る。 その業種別 の数 は第2表 の とお りで ある。 これに よる とs・
衣料品,住 宅用品,燃 料,化 粧品 ・薬晶 ・小 間物な どの業種で は,小 売業 の多
い割合に卸商業 は1っ も存 在 しない こ とが知 られ る。
最後 に,全 商店 を組織別に眺めよ う。最 も多 い の は 「個 人 組織」 の もので
395業者,全 体 の83・6%を占めて い る。 「法人組織 、の もの はい たつて少 く,
株式会社 の組織 を とる もの52業者(11.6%)で,こ れ は食料品雑貨商,食 料品
商,燃 料商 な どに 多 くみ られ る。また有 限会社,協 同組合の組織 を とる もの は
ノ
それぞれ10業者(2・1%),合名会社の組織を とる ものは3業 者(0.6%)
となつている。その業種別の数は第3表 の とお りである。
2商 店数 と世帯薮との比較
上記のよ うな商店数を全市の世帯数 と比較 してみよう。昭和31年3月末 日の
人口は34,829人,世帯数6,362であるか ら,一応,両 者を対比 してみると,小
売業者は卸売兼業者を含めて374であるか ら,17世帯に1っ の小売店が あると
い うことになる。しかし,後述のよ うに,市 内には北 日本製紙株式会社の生活
協 同組合や北海道電力株式会社江別発電所の購買会があつて,大 部分 の従業員
の購買力を吸収 してお り,ま た農業地帯には農業協同組合(江別農業協同組合,
野幌農業協同組合)が あつて農機具,肥 料 や生活 用品 を農家へ供給 しているか
ら,実 際の市内の小売店の顧客数 は上記の世帯数 よりも少い もの と思わねばな
らぬ。
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次に,こ れを業種別にみる場合,ど うであろ うか。事実 は,こ れの判定 をほ
とん ど不可能 とな らしめるほど,本市の商業に対 して構造的な変化が起つてい
る。成程,世 帯数 と小売店の数 は判明しているのであるか ら,両者を対比 して
みれば,一 商店当 りの世帯数 は簡単に算出 されよ う。 しかし,そ れは江別市の
人 々が,全 部,市 内の商店で買物を し,札幌市の百貨店や商店街な どでの買物
がほとん ど例外に止 るような場合に可能 なことであつて,今 日のよ うに江別市
民の多数が,買 回品については札幌市の商店で買物 をし,ま た食料品のような
ものについては生活協同組合や農業協同組合で購入するものが少 くない現状に
おいては,そ のよ うな算出による数字はあま り意味のない もめ となる。換言す
れば,そ のよ うな数字が甚だ無意味な もの となるほ ど,市外(主に札幌市)にお
ける商品購入が多 く,商業構造に大 きな変化がお こつているとみられるのであ
る。 ところで,仮 りに食料品店にっいてみて も,現在小売店 は59であるか ら,
市内の全世帯 と対比 してみると1商店当 り107世帯 となるが,こ れは決 して有
利な経営ので きる世帯i数といえないのである。
3商 店維螢不振の原因
今 日,申小商業が経営不振におちいる原因には,種 々の ものがあげ られ,そ
の中には,中小商業にかぎらず,すべての商業に影響 を及ぼす一般的な もの もあ
れば・ま些申小商業の内部に存在する もの もあり・また外部か ら作用 してい く
もの もみ られる。それの一般的な もの としては,経 済界の不況があげ られ,こ
れは大商業に とつて も業績を低下 させるものであるが,と くに申小商業に影響
するところが大 きい。また生活様式の変化や交通機関の発達な どによる購買力
の移動 も・同様の原因になるもの として無視で きない。しかし,と くに申小の
商業者が,そ の外部か ら百貨店のような大商業の圧迫を うけ,ま た生活協同組
合や購買会の進出によつて多 くの顧客をとられていることも,大 きな打撃 とい
わねばならぬ。 さらに業界の内部にあつて多数の同業者が共倒的な競争をして
いるごとや,業 者自身の経営合理化の不足,資 本力の弱少,金 融難,租 税の過
重 な ども,同様の不振を招 く大 きな原因 となつている。江別市の商店 の場
合 もこの例に洩れないのであるが,こ れ らの うち,と くに薩接的で,且,顕 著
にみられる ものをあげると次の とお りである。
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(1)交 通 の 便
嘗て江別が農産物の集散地 として繁栄した頃は,し ばしば近隣農家の人々が
農業用資材や生活用品を買求 めに きた ものであるが,今 日は・そのよ うなこと
が次第にみられな くなつて きた。その原因は近隣地帯における交通機関,と く
に道路の整備,バ ス交通の発達,汽 車の回数増加な どによつて,札 幌市への往
来が非常に便利 となつて,そ の方へ足を向けるに至つたことによつている。今
日,近代的な生活にあこがれを もつ農村の若い人々の間にあつては,何 事によ
らず,札 幌へ行 くことが非常に多 くなつている。 ところで,こ のことは,近 隣
周辺地域の人々が,江 別市の商店で商品の購入をすることの減少を意味してい
る。しか も,地元の江別市の人々 も交通の便が増すに ともない,通 勤者,通 学
者 として,ま た商品購入や慰安娯楽を求 めて札幌市へ出かけることが,逐 年,
増加 している。いま,昭 和30年中における江別駅並に野幌駅の通勤,通 学,一
般の乗降客数を示す と第4表 のとお りである。
江 別 駅 野 幌 駅 乗 降 者 調
第4表(昭 和30年 間)
＼ ＼ ＼ 駅 別　 へ
乗 降 者 別 ＼＼_
?
?
?
1力 年 延
1ヵ 月 平均
1日 平均
江 別 駅
ズ
527,040
43,920
1,464
野 幌 駅
?
計
入
201,960
16,830
561
入
729,000
60,750
2,025
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
←
?
?
235,404
　
19・6171
6531
127,884
10,657
355
乗客1力 年 延
〃1ヵ 月平 均
〃1日 平 均
474,234
39,5,19
1,317
降客1力 年 延
〃1ヵ 月平均
〃1日 平 均
459,135
38,261
1,275
189,811
15,817
527
163,990
13,665
455
363,288
30,274
1,008
624,045
55,336
1,844
623,125
51,926
1,730
♂
江別駅における通勤者1日 平均1,464人の中には,国 鉄職員 の通勤者250人,
塁
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岩 見沢方面 への一一般通勤者150人,行 商買出入100人位 ある とい うこ とで ある
か ら,こ れ らの合計500人を除 くと,964人は札幌方面へ通 つて い ること とな
る。 また,野 幌駅にお いて も通勤者1日 平 均561人の うち,国 鉄職員の通勤者
150人,江 別駅まで乗車 する通勤者50人,行 商買出人50人位 ある といわれ るか
ら,こ れ らの合計250人を除 くと,1日 平均200人位 が札幌方面へ通勤 して い
ること とな る。なお,一 般乗降者の1日 平 均 は,江 別 駅 乗 客1,319人,降客
1,275人,野幌駅乗客527人,降客455人,両 駅合計乗客1,844人,降客1,730
人一 一 とな る。 もち ろん,こ れ らの乗降客 は函館本線 の上 り(札幌方面),下 り
(岩見沢方面)の 両方面 に分れ るこ とい うまで もない。よつて,以 上 を概 観す る
と,汽 車に よる通勤者 と一般 乗客を あわせて,1日 平均2,000人位 の人々が札
幌市へ行つてい るこ ととなる。 もし,購 買力 は十分で ない けれ ど も,両 駅 か ら
の札幌市 内の学校 への通学者 を加 え るな らば,そ の数 は,一 層,大 き くな る。
そして,市 民 の うち,国 鉄バ スを利用 して札幌市へ行 く人 も少 くないか ら,こ
れ らも加 える と,ま すま す,そ の数 は増大 す るので ある。
ところで,こ の よ うに交通機 関が発 達 してい くことは,時 勢 の然 らし める と
ころで ある とはいえ,江 別市 の商店に とつて は,そ の顧客 と購 買力 を札幌の商
店 に少 なか らず 吸収 され る結果 とな り,ひ いて経営不振 の一因 となつて いる。
なお,こ れについて は ・後 述の 「消費調査 に よる購 買傾向」の うちに1部 の実
情 を明かに して あ るか ら参照 せ られ たい。
(2)札 幌市の百貨店,商 店街の護蓮
現在,札 幌市には百貨店 として株式会社丸井今井,株 式会社五番館および株
式会社三越支店が あるが,こ れ らは,最 近,い ずれ も業績著 るしく向上 して増
築,改 築 など,売場面積の拡張をはかつたのである。同様に札幌駅地下のステ
ーシヨン・デパー トや駅前通の商店街,狸 小路商店街 も好況がみられる。とこ
ろで,こ のよ うに札幌市の百貨店の業績が向上 し,商店街 の商店 も売上高の増
加を示 していることは,相当,周辺の都市,町村の購買力は もちろん,道内各地
の人々の購買力を も吸収 していることい うまで もな く,江別市の商店に対 して
もかな りの打撃をあたえている もの とみられるのである。それが,ど れ位の金
額であるかは調査困難なため明示で きないが,と にか く前述の交通の便 と相侯
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つて,か な りの顧客が江別市か ら札幌市の百貨店や商店街の商店へ移動 してい
ることは,間違いのない事柄である。その実情 は後述 「消費調査の結果 」にょ
つて知 られるとお りであつて,衣 料品のよ うな買回品について顕著である。
(3)江 別 市 の 物 債 高
一般 に江別市で は物価 が札幌市 な どの他所 に くらべ て高 い といわれてい る。
商品 の値段が高 ければ,買 わずにおればよいよ うに も思われ るけれ ど も,日 用
の生活必需品 はすべて その とお りにい くもので ない し,ま た どの商品 も概 して
種類 が少 いため選択の余地が少 く.高 い の を 承 知 で 買求 めてい るこ と も,往
々,あ るといわれ る。 すでに札幌市の物価 が東京な どに くらべて割高 となつて
い るので あるか ら,江 別 市の それは,相 当,高 い もの と考 え られ る。 もちろ
高い割合の内訳 価格の高い商品調査
第5表 第6表
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(註)「 特 に高 くな い」 と記入 した もの3
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に,全 国 的 に 定 価 の きまって い る もの は,江 別 市 で も定 価 どお りに売 られ
て ・格別 に高 い とい ラことはない。 しか しジ衣料品 ・家庭用品,食 料品 な どの
申 に はかな り割高 な ものがみ られ るし・理 髪 料 金 と して 大人 の調髪料170円
(小供130円)をとつて い るの は,場 所柄,高 い といわねばな らぬ。 この ことは,
後 述の 「消費調査 」の際,一 緒 にお こなつた 「物価調査」にお いて.「 高 い」
と記入 した ものは396で圧倒的に 多 く,「 高 くない」 と記 入 した もの は50,
「記入 な し・」33rと なつて い るこ とで よ く知 られ る。また,値 段 の 高 い商品
に は どの よ うな ものが あ り,そ の高 い程度 は どれ位 で あるか を調査 め結果 にっ
いてみ る と第5表,第6表 の とお りで ある。
これに よつてみ る と,衣 類,呉 服 ・反物,服 地 とい うよ うな繊 維製品 の値段
が札幌 な どに くらべて高 い こ とが知 られ る。 この ことは江 別市か ら札幌市 の百
貨店 な どへ,こ れ らの商品 を購入 するため・多 くの人々が出掛 けてい るこ とで
もよ く判 る。繊維製品 に次 いで高 い もの として は食料品 ・魚類 ・菓子類 ・靴類 ・
下 着類,家 具類,野 菜 な どが あげ られ る。農村地帯 で あるのに野菜 の高 い こ と
は,一 寸,意外に思 われ るが,事 実,農家か ら薩 接 に買つて もそれ ほ ど安 くない
し,ま た冬季のほ うれん草 な どの よ うに内地物 は少 々高 い。鮮魚類 も鮮度 の よ
くない割合に値段 が高 い とい う不平が 聞かれ るが,事 実,市 内の家庭では,小
樽 方面か らきたる行商 人を待 つて買求 め る ものが少 くい状況で ある。
ところで,こ の よ うに繊維製品 や食料品 な どの値段が高 い とい うこ とは,前
述の よ うな交通の便,慰 安,娯 楽,加 えて商品 の種類 が豊 富で値段 も低廉 で あ
る とい う理 由に よつて,人 々 を次 第に札幌市の百貨店 や商店街へ行 か しめる結
果 となつて い る。 この こ とは,後 述の 「消費調査 」において,札 幌市への購買
動機 」の申 で,r値 段が 安い」一 とい うものが第2位 を占 めてい る ことで よ
く知 られ る。なお,物 価高 のほか,ど の商品 にかぎ らず,種 類の少 い こ とや品
質,デ ザ イン,ス タイル な どの落 ちるこ とも市民に不満 を もたしめる一因 とな
ってお り,現 に大 きな宴会,会 合 をお こな う場 合,ま とまつ た商晶の購 入はほ
とん ど札幌市の商店 へ注文,買 求 めてい る状態 であ る。
(4)商 店経螢における合理化の不足
今 日,商店経営の近代化がお くれて合理化の足 らないことは,一 般に指摘 さ
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れるところであるが,と くに地方の中小都市や農業地帯,漁 業地帯の商店では
顕著にみ られる。新時代に即応 した経営法を とらずに,い つまで も旧来の伝統
的な 「こつ」や 「勘」 「目の子算 」な どに依存 していることが多い。取扱い商
品に関する商品学上の知識は少い し,ま た商品の仕入,販 売に関する研究 も十
分でな く・ さらに簿記,会 計上の知識にいたつては不十分な ものが多 く,完全
な帳簿組織をそなえているもの も稀である。
江別市の商店の場合 もこの例に洩れる ものでな く,札 幌 市 の 近 くに あるか
ら,もつと近代化 されていそ うであるのに,事 実はそのよ うにいつていない。
その経営法には旧態依然 たるものを存 し,た めに改善,改 良を要する ものが多
々みられる。商品 の販亮方法において,顧 客に対 するサービスにおいて,値 段
のつけ方において,生 活協同組合や購買会に対 する方策の樹立において一 等
々,即 時に着手 しなければな らぬ ものが少 くない。店員の訓練 も不十分で,言
葉使いや接客態度に感心で きぬものの少 くないのは,改 善を要することである
し,ま た顧客が大人 と小供の場合によつて差別的な態度を とる商店のあるの も
早急に改め られねばなら臓。 ところで,こ のような経 営 合理 化 の不 足が,結
局,物 価高の一因 とな り,品種の多 くないこと,サ ービスの不足な どと相挨つ
て,市 内の購買力を札幌市の百貨店や専門店へ向けしめることとなつているの
である。いま,後 述の 「消費調査1に札幌市への購買動機調査
おける 「札幌市への購買動機調査1に第7表
購 入 の 理 由 記入数
　
品 物 が豊 富 で あ るi42工
値 段が安 い1283
品 聯 よい1、 、・
サー-tfスがよいt'06
信 用 で きる 、[98
ス タ イ ル が よ い ト23
っいて,購 入の理 由をみ ると,第7表
の とお りで あつて,商 品 の種類,数量,
値段,品 質,サ ー ビス,信 用な ど,江
別市商店 の経営合理 化の不足 を雄弁 に
物語つて いるので ある。
(5)生 活協同組合,購 買会の獲蓮
近頃,勤 労者の生活の安定,向 上を
はかる一助 として,大 企業や大事業所では,生 活協同組合や購買会を設 ける も
のが非常に増加 して きた。賃金 の引上げによる生活の安定には,企 業の支払能
力 との関係か らみて,一 定の限度のあることを思 うと,こ のよ うな厚生施設を
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つ くつて,良 質廉価 の日用品 を供給することは意義あることとせ られる。経費
をあま りかけず,利 益 も多 く見積 らず,大 体,市 価 よりも1割か ら2割位,低 廉
な価格で商品 を販売しているため,そ れだけ勤労者の実質賃金が上ることとな
り,利用高は,年 々,増 加の傾向にある。 ところで,こ れが一般の小売商の売
上高 を減少 させていることい うまで もな く,その経営 を困難な らしめる一因 と
なつている。
江別市には,北 日本製紙株式会社の生活協 同組合 と北海道電力株式会社江別
発電所の購買会があるが・前者 はかな り規模が大 きく,売上高 も大 きいので,
これについて述べておこ う。この生活協同組合は同社の従業員を もつて組織 さ
れているものであるか ら,経営の地盤 は堅実であり,成 績 も良好 の よ うであ
る。会社の社宅街に店舗(配 給所)を おいているが,そ の売価 は一般の市価 よ
じ
りもかな り低 いため,よ く利用 されて い る。 いま,売 価 の低 い一,二 の例 をあ
げ る と,某 社 の ラジオ,現 金正価8,000円(メー カー指定価格)の ものが,同 価
格 を もつて10ヵ月 の月賦 で組合員に販売 されてお り,も し現金で購 入す る とき
は,こ れ よ り若干金額 を割 引 くこと となつてい る。 また,化 粧品に ついて みて
も,市 価100円の某ポ マー ドは75円,有名な某歯磨市価50円の ものが40円とな
つて い る。有名 メーカーの菓子類な ども割 引価 格で提 供 され,某 有名 ミル ク ・
キ ャラメル は市価20円の ものが17円で組合員に販売 されてい る。 これ は仕入価
格が16円50銭で ある とい われ る。一般 に メーカーか らの仕入価格に は,「 問屋
仕 入値段」,「生活協 同組 合 ・購買会 仕入値段」,「小売商仕入値段 」の3つ が あ
るが,生 活協 同組合で は,こ の点 で,小 売商 よ りも有利 な地位 に立 つて い る。
なお,組 合員 に対 し轡売 を認 めて い るが,そ の限度 は月給 の30%まで とし,そ
れを越 え る場合 は,協 議 する こと となつて い る。
こめ よ うな生活協 同組 合の存在 とその発展が,市 内 の 小 売 商 へ 向 う購 買力
を,相 当,と つて い ることはい うまで もない。 この組合 の毎 月の売上高 は500
万 円位 とい うことで あるか ら,大 体,こ れ位 の購買力 を市内の小売商 は と られ
てい る もの とみて よいで あろ う。簡単 に計算 して も,そ れは月20万円の売上高
を もつ小売商25店に相当 するこ ととな るか ら,あ たえ る影響に は,か な り大 き
rな ものが ある といわねばな らぬ。 もちろん,生 活協 同組 合の方 で も,こ の点を
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十 分 に考慮 し,市 内商業 の発展 に協力的態度 を とるこ と少 なか らず,た とえば
衣 料品,家 具 な どは市 内 の商店 か ら組合員に購 入 させ,代 金 は組合を通 じて支
払 うとか,ま た生活必需品 の仕入 はな るべ く地元 の業者 を通 じてお こな うとい
うよ うな方策 を とつてい る。 しか し,い ずれにせ よ,生 活 協 同 組 合 が 設 け ら
れ,且,そ れが発展 してい くこ とは・今 日の社 会経済情 勢か らみて,理 由の あ
ることで あつて,そ れが小売商の経 営を圧 迫 するか らといつて組合の活動に制
約 を加 えるこ とので きる ものでな く,そ の あたえる影響 に はか な り大 きな もの
が ある といわねばな らぬので ある。
(6)札 幌 市の專門店等の販路 伸張
近頃,商 店経 営の合理化,と くに百貨店 な どへの対 抗策 として専 門店化への
前進が各地 で み られ る。 もちろん,地 方 の小都市で 「専 門店」 と称 する ものの
中 には,果 して その よ うに よぶのにふ さわ しいか ど うか,一 考 を要 する ものが
少 くないが,そ れは とにか く,一 応 ・商店 の協同組織 を実現 す る もの として,、
いわゆる 「専 門店会」の結成 は,適策 としてすすめ られ る。江 別市において も,
今 日,二 つの専門店会,す な わち 「江別専 門店会」(業 者数47)と 「江別 申央専
門店会」(業者数35)がつ くられ,と もに通帳制 を とつて加入者 の便宜 をはかっ
て いる。
ところが,近 時,札 幌市の専 門店会 の1っ で ある 「北海専門店会」が 当市に
進 出 して,市 立病院の従 業員 に対 し,通 帳制に よる購 買の便 宜 をあたえ るに い
たつた ことは,た とえ,そ の数 が,当 初,20冊位 に止 る として も,漸 次,交 通
が 便利 とな り,札 幌市への往復 が甚 だ容易 となつてい る際,注 意 すべ きことで
あろ う。ま た,す でに述べ た よ うに,現 在,江 別 市 よ り札幌市へ通勤 してい る
ものは,か な りの数に のぼつてい るが,こ れ らの人 々の中で も・それぞれの勤
務 先において,札 幌の専門店会 の通帳 を うけ,そ れで買物 をしてい る もの ぽ少
くない と察せ られ,さ らに通勤者で な くと も,札 幌市へ出掛けた際,狸 小路 な
どの有名 な専 門店 で買物 をする人 も,間 々,あ るこ とと思 われ るので ある。
この よ うな札幌市 の専門店 会の江別市への進 出,通 勤者 の職場 を通ず る札幌
市 の専 門店会 の利用,]般 の人 々の札幌市の専 門店におけ る買物一 な どは,
交 通の便,良 質廉価,購 入の簡便 に よる もので あつて,甚 だ合理的 な根拠 を も
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つてい る。 したがつて,市 内に専門店会が2つ もあつて も,決 して安心で きる
ものでな く,反つて札幌市の専門店を利用 させ る動機にな らぬともかぎちぬこ
とを関係者は留意 しておかねばな らぬ。
皿 「消費 調 査」 に よる購 買 傾 向
1概 説
江別市における商業の現状を明 らかにするため,上 にその商店数,経 営不振
の原因を述べた次第であるが,さ らにその購買力が札幌市の百貨店や専門店な
どへ どのよ うに向つているかとい う実情,換 言すれば各種の商品が主に どこの
商店で購入 されているかとい う市民の購買傾向一 これ らにつ き,昭 和31年6
月,北 海道立江別高等学校の生徒の家庭を対象に実施 した 「消費調査」に よつ
て,明 らかに してみよ う。
(1)調 査 の 封 象
江別高等学校在校生726人の家庭を対象 として調査表(第8表)を 配付 し,こ
の うち504枚を回収 したが,こ の うち,市 外か らの通学生,す なわち,札幌市,
岩見沢市幌向方面か らの通学生25人の分を除 き,結局,479枚を とることとし
た。
(2)調 査 の 方 法
上記の調査表を生徒に配付 し,家 庭に持帰つて もらつて両親や兄姉な どの家
人 と相談の上,所 定の事項についての記入を求 めた。記入事項は住所,世 帯主
'
の職業,家 族の構成,商 品別の購入場所 と購入者,物 価高にっいて,札 幌市へ
の商品購買動機一 な どで あつて,各 項 目の細部は調査表の とお りである。
(3)消費 者 の 職 業
消 費者 の職業別一覧表 をつ くる と,第9表 の とお りで ある。 これに よると,
r会社員」 とい う記入が最 も多 く(30・7%),次いで 「公務 員」(18・O%),「農
業」(15.8%),「商店主 」(8.3%)と な り 「教員」,「労務者」,「工員」・ 「工
場主」 の家庭 の もの は少 い。 もちろん,こ の比率 は江別市民 の職業 の全体 を示
す もので ない ことい うまで もない。江別市 の申心部 にかたよ りす ぎ,生 活程 度
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第8表
(都市近郊地帯の部)
北 海 道 消 費 調 査
昭 和31年6月 小樽商科大学商業学研究室
聯蕪li翻諜 磐灘雀騨 国
整 理
番 号
あなたの
住 所
江別市(輪羅 欝 欝牽鵡
旨
ド
象籏 鶴:鶉 警躁 燃 炎;その突鰹 霧へ薯1あり(どなたですか)な し
k
}
噂『 一
}一 一
下記の各種の商品について,主 にお宅のどなたが,主 にどこでお買求めになりま
すか。最近の分について記入 して下さい。但 し,買求めた場所は次の番
号をもつて記入下さるよう願います。
買求め腸 所 障 号 買求めた場所 番 号1
市内の巫売店のとき1
一一 一 一 一 一{Tr
農業協同組合のとき一 一 一 一 一 一一一 一一
購買会の とき1
61
他の町の商店のとき 2
-
3臼一}
4
7
札幌市の小売店のとき一 『
札幌市の百貨店の とき邑n-　 一 一　一一一一{
生活協同組合のときt5
内地都市の商店のとき一 一一 一 一_一
通信販売のと
一 一一}一 一 一 一一〔
　 一 一
き
8
9一 皿
10
-一 一
;
その他のとき
=======一
一
一話
名[買求あた場所責求めた人ij品 名 賀求めた場所 買求めた人一
服 地(生地)一一一一 一
一,
一 一一
服
1米11
背 広 「味一 … 一噌一i}一
婦 人 服一 ㎝ 一_
子 供 服一____一
呉 服 ・反 物一 一
一 一
糸
「醤 油一[
L
1噸一 酒醒 一 一
、砂
シヤツ等下着
i　
ト 糖
L野 菜一1
類1
〕
玉
セ
卿
一 一l
l魚[
一 タ ー 果 物1 騨
帽 子
一 『 甲一-
陛 子L 1ゴ ム 靴 L丈一房}具 闘 1
象
葺
皮 靴 1書 『 籍 　 i
具 類 i雑 誌1 i
金 物 1ス ポ ー ツ 用 品
1
時 計
一一 一 一
、玩 具一
i
ミ シ ン ll肥 料1
自 転 者
1--
L農_機_見
lI
」
一一
ラジ才等 電氣器 具 「
1
下の問いに答えて下さい。 (1と 田は該 当の もの を○印で か こんで 下 さい)
(問)江別市の物価は一般に高いと思
いますか
1(答)高 い(札 幌市等にくらべて幾%位
ですか)%
高 くない
(問)翻覇 の離 で1藷る商謂
の うち,机 幌 市に くらべ て と くに
π霧護詠9騎朧講黎
下 きい6
(答)品 名
(問)札幌市へ出掛けて商品を買 う理
由は何ですか
皿(答)値段が安い 品物が豊富である
品質がよい 信用で きる
スタイルがよい サービスがよい
(問)江別市でとくに安いと思われる
商品があ りますか,あ るとすれば
皿 碍 名と販売機鵬 を乱 て下さ
(答)品 名
販売機関
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消費者の職業別一覧
第9表
職 剰 人 釧 百分率
公 務 員 86人 18.0%
労 務 者 9 1.9
工 員 10 2.1
教 員 18 3.8
会 社 員 147 30.7
商 店 主 40 8.3
工 場 主 8 L7
農 業 76 15.8
そ の 他 85h7.7
計 47gl・ … 。
.の 少 し高 い家庭を とつて い ること
は間違 いが ない。 しか し,こ の地
域 は市 内の商業にいちばん密 接 な
関連 を もつてい る ところで あるか
ら,反 つて適 当 して いる点 も存 す
るので ある。
(4)札 幌市へ の遍勤者
江別市 か ら札 幌 市 へ の 通 勤 者
が,1日 平均約2,000人位 ある こ
とは,す でに述べ たが,こ の調査
によつて も,第10表の とお り,そ
の こ とが如実に知 られ る。すなわ ち,総 数479の うち,そ の35%にあたる168
の家庭か ら1人 乃至3人 の通勤者 を出 して い る。 そして1家 庭 内の通勤者数 を
みる と,1人 の ものが131をかぞえて最 も多 く,ま た通勤者2人 の家庭が34,
通 勤者3人 の家庭が3一 となつて い る。通勤者 の家族関係 をみる と,高 校生
の 「兄」 と 「姉」が最 も多 く・ 「父 」 の通勤者 は少 い。通勤者に青年 の ものが
札 幌 市 へ の 通 勤 者 調 査
第10表
＼ 家庭数とその1
家庭別 ＼＼ 墜1家麟
通 勤 者1人 の 家 庭
通 勤 者2人 の 家 庭
通 勤 者3人 の 家 庭
合 計
131
34
3
168
父1兄
?
?
?ー
?
》
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
姉
44
28
5
77
弟
?
?
?
?
?
」
妹
?
?
?
?
その他
?
「?
?
?
?
通勤者の い る家 庭168(35%)
通勤者のいない家庭311(65%)
多い とい うことは・就職先 を札幌市に得 てい るこ とを示 してお り,地 元 で就職
め容易で ない現状 で は,当 然 の事態 といわねばな らぬ。
2商 品の購 入歌況
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第11表 北 海 道 消 費 調 査一
＼
商 品 男一 轡」潔
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
地(生 地)
広 服
人 服
供 服
服 ・ 反 物
ヤ ツ 等 下 着
糸
一 タ ー
ム
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江別 市の人 々は,衣 料品,食 料品,家 庭用品,文 化 品,肥 料,農 機 具 な ど
を,い つたい,ど こで購入 してい るので あろ うか。購入先 を商品別にま とめて
みる と第11表の とお りで ある。 これを要約 する と次の よ うな こ とがいえ る。
【1}「市 内の小売店」で圧倒的 に多 く購 入 されて い る もの
ゴム靴・米 ・味噌 ・醤 油 ・酒ゐ砂 糖 ・野菜 ・鯨類 ・果物 ・菓子 ・文 房具 ・雑
誌
(2)「市内の小売店」 で比較的 多 く購入 されて い る もの
子供服,呉 服 ・反物,シ ヤツ等下着,毛 糸,帽 子,家 具類,金 物,自 転車,
ラジオ等電気器具,書 籍,ス ポ ーツ用品,玩 具
(3}「札幌市の百貨店」 で多 く購 入 されてい る もの
服地,背 広服,婦 人服(非 常に多い),子 供服,呉 服 ・反物,シ ヤツ等下着,
時計
四 「札幌市 の小売店」で 多 く購 入 されてい る もの
服地,背 広服,婦 人服,呉 服 ・反物,毛 糸,セ ー ター,皮 靴(非 常に多い),
時計,書 籍,ス ポ ーッ用品
(5)「生活協 同組合」の利用 されてい る もの
米,味 噌,醤 油,砂 糖,菓 子
{6}「農業協同組合」で 多 く購入 されて いる もの
肥料,農 機具
㈲ 「購買会」 の利用 されて い る もの
米,味 噌,醤 油,酒,砂 糖,野 菜,果 物,菓 子,ゴ ム靴
(8}「内地都市 の商店」で購入 され やや 目立つ もの
ミシン,自 転車,ラ ジオ等電気器具
{9)「通信販売」の利用 されて い る もの
書籍,雑 誌,毛 糸
α◎ 「その他」 の方 法に よる もの
米,魚 な どが 目立つてい る。
{1)「市内の小賓店」で圧倒的に 多 く購入 されているのは主要食糧・副食物,調
味料,菓 子,果 物,ゴ ム靴,雑 誌な どのよ うに,消 費者が近隣の商店で購入す
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ることが便利で あ り,価 格 もほ とん ど一定 していて,あ えて遠方 へ買求 めに行
く必要 のない ものである。 これ らの商品 は,札 幌市の百貨店や専 門店 な どと,
格 別,競 争関係 に立 つ もので な く,十 分に地元 の購買力を吸収 す ることので き
る もので あるか ら,も し商店 の数 が あま り多すぎず,且,経 営上,適正 な規模 を
もつて その合理化 のはか られてい るか ぎ り,安 定 した営業 を持続 で きる。また
子 供服,呉 服 ・反物,シ ヤツ等下着,毛 糸 な どのよ うに,購 入に際 して あま り
買 回 るこ との必要 のない ものや,家 具,金 物,自 転車,ス ポ ーツ用品,玩 具 な
どのよ うに,市 内の商店で購 入 することを便利 とする もの,電 気器具,書 籍 の
よ うに定価 の ある もの な ども 「市 内 の 小 売 店」 で 購 入 され ることが 多い
が,し か し,こ れ らの商品 の申 に は,シ ヤツ等下着の よ うに,百 貨店 の売場 に
好適 な もの もある し,ま た家具,電 気器具 な どの よ うに,た えず デザイ ン,品
質,使 用法 な どが改善,改 良せ られて,い わゆ る新型品 や格安品 の出回 る もの
もあつて,今 後,交 通 の便 と相 倹つて,札 幌 市の百貨店や専門店での購入が増
加 す るよ うに も思 われ るか ら,現 状 に安心 するこ とな く,取 扱商品 の仕入,販
,売・サ ービス等 ・経営 の合理化に関す る研究 を怠 らぬよ うに心 掛 けていかねば
な らぬ。
{2}「札幌市の百貨店」で非常に 多 く購入 されてい るの は婦人服で ある。 これ
は,百 貨店 で新 しいス タイルの もの,実 用的 な もの,価 格 の低廉な ものな どを
豊 富に取揃 えて販売 してい るため,流 行 を追 い,ス タイルの耕新 な ものを求 め
が ちな婦木 の要望に あつてい るのが大 きな理 由 とされる。た しかに百貨店 の売
場 に陳列 されたい わゆ るイージー ・オ ーダ ーの婦人服 は,或 は東京仕立 て とい
い,或 は2週 間で調製す るといい,或 は航 空輸送に よる とい うな ど,萬 事,若
い女性 の魅力 をひ くよ うに されてお り,こ れ らは,現 在の江別市 内の商店 の,
到底,真 似 る ことので きない販売方法で ある。また,服 地,背 広服,小 供服,
呉服 ・反物,シ ヤツ等下着,時 計 な どは,い ずれ も買回品 で あつて,本 来,百
貨 店 の販売 に適 当 してい る もので あるか ら,交 通 の便利 とな つた今 日,江 別 市
内 の人 々が,こ れ らを札幌市 の百貨店で購入 す るのは,あ えて異 とす るに足 ら
ぬで あろ う。
13)「札幌市の小賓店」で非常に多 く購 入 されて い る ものに皮靴が ある。 これ
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は古 くか らの有 名な専門店 が あるため,そ こで購入 されてい る もの と察せ られ
るが,そ の購 入度が百貨店 の それをは るかに超 えてい るのは,よ く専 門店 の特
色 を発揮せ る もの といわれよ う。 これ は,江 別市内の商店に とつて参考 とな る
事柄で あ る。ま た服地,背 広服,婦 人服,呉 服 ・反物,毛 糸,セ ・一ターな ども
が
商 店街 の専 門店 におけ る購 入の 多い こ とを示 してい るが,こ れ ら商 品 の 申 に
は,高 級品 と格 安品 とが含 まれて いるよ うに思 われ る。時計に ついて も同様 の
ことがいえるで あろ う。書籍 の購 入 も目立ってい るが,こ れ は主 に専 門書かま
たはかな り高価 な もので,江 別市 内で は買求 めるこ とのむずか しい もので あろ
う。同様 にスポーツ用品に ついて も,高 級品 の購 入がかな り多い もの と察せ ら
一れ る。
四 「生活協同組合」 と 「購買会」で は,食 料品 を申心 とする日用品 が 多 く購
入 されて いる。 しか し,今 後 は,従 来,買 回品 ど思 われて きた ものを取扱 う傾
向に あるか ら,市 内の同種小売店 は十分 な注意 と覚悟 が必要 で あろ う。
{5}「農 業協 同組合 」が肥料 と農機具を多 く取扱 つてい るの は,も ともと農家
の必需品 で あるか ら,当 然 の ことで ある。市内の小売商で もか な り取扱 つてい
るの をみるが,今 後 は この方面へ 多 くの商人 が進出 してい くよ うな ことは,あ
ま り適策 とい えぬで あろ う。
一 昭和32年4月末日稿 一
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